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研究成果の概要（和文）：インドネシアの公立小学校では学校給食がなく、学校での頻繁な‘買い食い’が学童の栄養
状態を悪くしている。本研究は、地域で持続可能な方法で1ヶ月間学校給食を提供し、効果を検証した。結果、A)食費
は変化がなかったが、B)知識とC)学習態度が向上した。D)栄養素摂取については、たんぱく質、カルシウム、ビタミン
Cの摂取量が増加、E)栄養状態については、貧血割合が半減、BMIも向上するなど、効果が得られた。

研究成果の概要（英文）：In public elementary schools in Indonesia, school lunch is not provided and 
students frequently buy and eat snack foods at school, which worsens the children’s nutritional 
situation. This project aims to evaluate the effect of meal-based school lunch intervention on the 4th 
grade children’s nutrition and health.
Meal-based school lunch containing 1/3 of energy RDA was offered for a one-month period. Effect of the 
project was evaluated in the following aspects. A) Snacking cost: insignificantly changed. B) Nutritional 
knowledge: significantly improved. C) School performance: significantly improved. D) Dietary intake: 
intake of protein, calcium and vitamin C significantly increased while that of fat significantly 
decreased. E) Nutritional/health status: hemoglobin and hematocrit levels were significantly improved, 
declining anemic prevalence to the half. BMI significantly improved. Meal-based school lunch provision 
significantly improved nutritional situation of the subject children.

研究分野：国際保健学

キーワード： 国際栄養　成長　子ども　貧血　IGF-I
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
 
インドネシアをはじめとする多くの開発
途上国では、糖尿病・肥満・循環器疾患とい
った生活習慣病が顕在化する一方で、依然と
して子どもの感染症や低栄養の問題が解決
しないという、疾病や栄養構造の二重化が進
んでいる。本研究対象の西ジャワ農村の子ど
もは低栄養の割合がインドネシアの平均よ
りも高く、食物摂取や疾病といった環境要因
によって成長が遅滞していると考えられる。 
代表者が同地域で行った研究から、その成長
遅滞の一因が、学校での間食に関係すること
が明らかとなった。インドネシアの公立小学
校では学校給食がなく、学童が学校で頻繁に
‘買い食い’をする。そのような間食は、学
童の一日のエネルギー摂取の 4割を占め、栄
養素摂取のバランスを崩すのみならず、学童
の成長を遅滞させていた。更には、家計を逼
迫し、高価で栄養価の高い食品購入を妨げて
いた。一方で、西ジャワ農村にはすばらしい
伝統食文化が残っており、同地域の日常的な
食事は、間食よりもはるかに栄養価が高い。
そのことから、学校における間食を止め、栄
養価の高い伝統食を給食として提供するこ
とが学童の栄養改善のために有効な策と考
えられた。 
学童期は食習慣形成において重要な時期
であり(Skinner et al., 2002)、西ジャワ農村
の学童が間食に依存せずに健康な食習慣を
身につけることは、学童期の健康のみならず、
成人期の疾病リスクを軽減させるためにも
重要である。世界的にも、WHOが Nutrition 
–Friendly School Initiative (NFSI)というプ
ログラムを開始するなど（Delisle et al., 
2013）、開発途上国における学童の栄養問題
解決に向け、学校給食を通じた食習慣の改善
が重要であるという認識が高まっている。 
 
２． 研究の目的 

 
本研究は、村の中での調達が容易な方法で
学童の学校給食を提供し、その効果を、A)食
費、B)健康的な食物選択に関する知識、C)学
校での学習態度、D)栄養素摂取状況、E)身体
計測値、Hb、Ht、CRP、IGF-I の面から検
討し、西ジャワ農村において持続可能な学校
給食の在り方及び栄養改善方法を西ジャワ
州政府に提案することを目的とした。 
 
３． 研究の方法 

 
本研究の対象は、代表者がこれまで調査を
蓄積してきたインドネシア西ジャワ州のS農
村の小学校である。対象者は小学校 4 年生
（N=68）とし、1ヶ月間学校給食を提供した。
給食は 1日のエネルギー必要量の 1/3を満た
し、現地の食文化を活かした内容とし、調理
は S村のヘルスボランティア（Kader）が行
った。学校給食の効果を検討するため、介入

開始の前日にベースライン調査、介入終了の
翌日にフォローアップ調査を実施した。調査
内容は、質問紙調査（A)食費、B)健康的な食
物選択に関する知識、C)学校での学習態度
D)栄養素摂取状況について）、身体計測と採
血（E)身体計測値、Hb, Ht, CRP, IGF-Iにつ
いて）である。学童に対しては、衛生教育と
栄養教育も実施した。 
 
４． 研究成果 
 
給食介入は、対象校の教員・保護者に受け
入れられ、順調に行われた。最初の 1週間は
食べ残しが見られたが、献立を再考するなど
して調整し、2 週目ごろからはほぼ全ての学
童が完食するようになった。 
 
A)食費 
介入前後で有意な差が見られなかった。 
 
B)健康的な食物選択に関する知識 
ほとんどの質問項目において、知識の改善
が見られた。態度（Attitude）についての質
問では、欠食が学校の成績に影響する、学校
で売られているスナックは健康に良くない、
といった回答が大きく上昇した。 
 
C)学校での学習態度 
学校での出欠については、介入前後で有意
差は見られなかった。教員評価による学習態
度については、介入後に有意に向上が見られ
た。 
 
D)栄養素摂取状況について 

24時間思い出し法により、介入前日と介入
最終日の栄養素摂取量を計算した。その結果、
たんぱく質、カルシウム、ビタミン Cの摂取
量が有意に増加し、脂質の摂取量が有意に減
少した。 
また、FFQ(Food Frequency 

Questionnaire) により、介入前の 1ヶ月間、
介入中の 1ヶ月間の食物摂取頻度を調査した。
その結果、野菜と果物、牛肉とヤギ肉の摂取
頻度が有意に高くなり、これらの摂取頻度の
変化がビタミン Cやたんぱく質の摂取量の
変化をもたらしたことが示唆された。 
 
E)身体計測値、Hb、Ht、CRP、IGF-I 
 
＊身体計測値 
介入後に BMI が有意に増加した。特に、介
入前のBMIが低い群(<1 BMIZ, n = 54) にお
いては、BMI 及び BMIZ が介入後に有意に
増加した。介入前の BMIが高い群(≥1 BMIZ, 
n = 12) においては、BMI及び BMIZの介入
前後の差が有意ではなかった。 
 
＊Hb, Ht 
対象者の 75％にHb値の上昇、65％にHt値
の上昇が見られ、対象者全員の平均としては、



Hb値・Ht値いずれも有意に上昇した。その
結果、介入前の貧血割合は対象者の 33.3％で
あったが、介入後に 16.3％と半減した。Hb
値, Ht値の変化は特に介入前の貧血群で大き
く、介入前の非貧血群よりも有意に変化量が
大きかった（図 1）。 

 
 
図 1：介入前の貧血群・非貧血群の介入前後 Hb, Ht 変
化量 
 
＊CRP、IGF-I：現在解析中である。 
 
以上のように、A)食費以外のほぼ全ての項
目において、給食介入による改善が見られ、
学校において間食を廃止し、伝統食に基づい
た給食を提供することが、西ジャワ農村の学
童の栄養・健康改善につながることが示され
た。 
本研究費最終年度に、現地大学にて

Workshop を開催し、上記解析結果を現地研
究者並びにインドネシア教育省に報告した。
現地研究者らの尽力により、インドネシア教
育省から学校給食の予算が捻出されること
となり、西ジャワ農村以外の地域においても
本研究同様のプロジェクトを展開させる予
定である。 
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